
共
同
親
．権
の
ゆ
ぐ
え

Ｌ
共
同
親
権
の
導
入

２
釜

削
の
５
月
、
民
達

守
の

一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
た
「
こ

の
法
律
は
父
母
の
離
婚
な
ど
に
直
面

す
る
子
の
利
益
を
確
保
す
る
た
め
、

子
の
養
育
に
関
す
る
父
母
の
重
務
を

明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
親
権

“
監

護
、
養
育
費
、
親
孟
父
流
、
養
子
縁

組
、
財
産
分
与
な
ど
に
関
す
る
民
法

等
の
規
定
を
見
直
し
た
も
の
で
、
本

年
４
月
１
日‐
に
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
法
改
正
に
つ
い
て
法
務
省
民

事
局
は

「父
母
が
離
婚
後
も
適
切
な

形
で
こ
ど
も
の
養
育
に
関
わ
り
そ
の

責
任
を
果
た
す
こ
と
は
、
こ
ど
も
の

利
益
を
確
保
す
る
た
め
に
重
要
で

す
」
と
述
べ
る

（親
権

・
養
育
費

・

親
子
交
流
な
ど
に
関
す
る
民
法
等
改

正
の
解
説
）
。
し
か
し
、
共
同
親
権

の
導
入
に
関
し
て
は
批
判
も
多
い
。

た
と
え
ば
『現
代
用
語
の
基
礎
知
識
』

２
０
２
５
は

「こ
の
国
は
本
当
に
子

ど
も
の
こ
と
な
ど
考
え
て
い
な
い
の

だ
。
離
婚
時
の
夫
婦
の
バ
ト
ル
を
熾

烈
化
す
る
共
同
親
権
法
制
化
で
、
片

方
の
親
を
子
ど
も
か
ら
さヽ
返
に
奪

っ

て
も
平
気
だ
」
と
手
厳
し
い
。

■
民
法
の
規
定

親
権
と
は

「親
が
子
（未
成
年
者
）

の
身
の
回
り
の
世
話
や
教
育
を
し
た

り
、
財
産
管
理
な
ど
を
し
た
り
す
る

権
利
で
あ
り
、
義
務
の
こ
と
で
す
」

JII口短期大 長 沼
―
秀 明

こども学科 教授
と
、
裁
判
所
は
説
明
す
る

（最
高
裁

判
所
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
）
。
こ
こ
で
重

要
な
こ
と
は
親
権
と
は
単
な
る
権
利

で
な
く
、
義
務
で
も
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
０
　
一

民
法
八

一
八
条
は

「親
権
は
、
成

年
に
達
し
な
い
子
に
つ
い
て
、
そ
の

子
の
利
益
の
た
め
に
行
使
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
明
確
に
規
定
す
る
。

さ
ら
に
、
同
八

一
七
条
の

一
二
は
、

「父
母
は
、
子
の
心
身
の
健
全
な
発

達
を
図
る
た
め
、
そ
の
子
の
人
格
を

尊
重
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
子
の
年

齢
及
び
発
達
の
程
度
に
配
慮
し
て
そ

の
子
を
養
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら

ず
、
か
つ
、
そ
の
子
が
自
己
と
同
程

度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
扶
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、
同
二
項
は
、

次
の
通
り
定
め
て
い
る
。

「父
母
は
、
婚
姻
関
係
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
子
に
関
す
る
権
利
の

行
使
又
は
義
務
の
履
行
に
関
し
、
そ

の
子
の
利
益
の
た
め
、
互
い
に
人
格

を
尊
重
し
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」■
日
本
の
親
権
●
特
質

親
権
と
い
う
概
念
は
西
欧
近
代
法

の
な
か
で
生
み
出
さ
れ
た
。
西
欧
社

会
で
は
夫
婦
と
そ
の
子
と
を
基
本
的

な
構
成
単
位
と
す
る
近
代
的
核
家
族

が
成
立
し
た
。
し
か
し
、
わ
が
国
に

お
い
て
は
、
か
か
る
近
代
家
族
が
従

来
か
ら
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

明
治
大
学
の
村
上

一
博
教
授
に
よ
れ

ば
、
親
権
と
い
う
概
念
は
家
長
権
に

包
摂
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
た
と
え

ば
明
治
１３
年
の

『
全
国
民
事
慣
例
類

集
』
第
七
章

「親
族
ノ
事
」
第
二
款

「親
ノ
権
」
に
は

「凡
ソ
子
弟
不
行

跡

ニ
テ
親
兄
ノ
教
誠

二
従
ハ
サ
ル
者

（略
）
除
籍
ス
ル
コ
ト

一
般
ノ
通
例

ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る

（
日
本
近

代
家
族
法
史
論
）
。　
　
　
′

や
が
て
明
治
民
法
の
時
代
に
な
る

と
二

夫

一
婦
制
法
律
婚
が
確
立
し
、ヽ

妻
は
夫
の
家
に
入
る
こ
と
に
な
り
、

身
分
的
に
も
財
産
的
に
も
夫
権
の
支

配
に
服
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

親
権
に
つ
い
て
考
え
る
に
は
親
権

の
基
礎
と
な
る
夫
婦
親
子
関
係
の
在

り
方
を
問
う
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

な
が
ぬ
ま

。
ひ
で
あ
き
　
１
９
６
２
年
生
ま
れ
。
明
治
大
学
大
学
院
修
了
。
同

大
学
専
任
助
手
、
川
日
短
期
大
学
准
教
授
な
ど
を
経
て
現
職
¨
昨
年
３
月
ま
で
ヽ

こ
ど
も
学
科
長
。
専
門
は
日
本
憲
法
史
。
共
著
に

「保
育
と
日
本
国
憲
法
」

（み

ら
い
）
、
家
響
基
一間
を
歩
く
」
（翰
林
書
房
）
な
ど
多
数
。̈
埼
玉
学
園
大
学
非
常
勤

講
師
。
母
校
の
明
治
大
学
法
学
部
で
は
兼
任
講
師
と
し
て
日
本
近
代
法
史
を
担
当
。


